




要約:子どもの健康・発達に及ぼす影響について、以下の研究の必要性を検討した。1)文

献、予備実験より、テレビ、テレビゲームは使用法、ハード・ソフトの改善により、悪影

響の軽減が可能であることを確認した。良い面も多く、医療やリハビリへの活用も期待さ

れる。2)運動不足を反映すると考えられる運動能力低下が文献から示唆された。基礎とな

る一日の運動量の生理学的測定法を検討した。3)生活時間・生活経験の調査から、室内・

一人遊びへの偏りが示された。影響の研究が必要と思われる。


